
 第一課　聖書が教える理想的な家庭像
（ねらい）　この講座は、クリスチャン・ホームの姿を明らかにし、いかに            してそのような家庭を築くかを示酢ことを目的としています。            そこで、第一課では、聖書は土台にしたクリスチャン・ホーム　　　　　　のあり方を学びます。
　１　家庭の大切さ
　家庭の重要性については自明のことですが、特に子供の健全な成長にとって家庭の果たす役割の大きいことを強調してください。
  ２　家庭は神の定めた制度
　ここでは、家族制度が神のご意志によるものであることを強調してください。旧約聖書の家庭像では、神の救いの計画は家族を通して果たされていくこと、罪も救いも家族を軸に展開されることを理解し、神をおそれそのみ旨に従う家庭がイスラエルの理想であったことを示します。
新約聖書の家庭像では、主イエスの家族関係を模範として取り上げ、初代教会が家族ぐるみの伝道を展開したことにもふれます。パウロの手紙の中に具体的な家庭像が記されていますが、そこで大切なのは、神との正しい関係が家庭形成の鍵だということです。
　３　クリスチャン・ホームの形成
  クリスチャン・ホームとは、キリストが中心の家庭と定義します。それも洗礼を受けた者同士が家庭を構成しているからという形式的なことではなく、家族一人一人が心と生活の中心にキリストを迎えること、みことばを学び神との生ける交わりの中に生きようとしていることの大切さを強調してください。
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　キリストを迎えるとは、罪をゆるし清めてくださるお方として迎え、キリストを王として迎えるという意味であり、ここにクリスチャン・ホームの素晴らしさがあります。
  夫婦喧嘩や、親子の行き違い等について、出席者の体験を正直に話し合うと良いでしょう。親の身勝手な感情的な叱り方や、子供の上手なうそについても話題に出すことができるでしょう。
　家庭は、裁き合うところではなく、悔い改めて、一緒に十字架の前にひざまずく所だと理解できるように説明してください。夫婦寝親子が共に神にゆるされ、その上で互いにゆるしあうのです。
　教会の礼拝や伝道において聖霊の助けが必要なのと同様、幸せな家庭建設は，聖霊の助けによります。聖霊の満たしを求めましょう。
                第二課　　家庭の秩序
（ねらい）　幸せな家庭形成の鍵は、家庭内の人間関係にあります。そこで            第二課では、夫婦、親子の関係に焦点を絞って聖書の教えを学　　　　　　びます。
  １　夫婦の関係
Ａ　聖書の結婚観
　聖書の結婚観を三つのポイントにまとめて理解します。
　　①　結婚の目的　　夫婦互いに良き助け手となって、神のみ旨に応える    ②　結婚の祝福　　新生命の誕生と神の愛の証し
　　③　結婚の基盤　　神の意志と導き
　ここでは非常に簡単に取り扱っていますので､｢結婚講座」を参考にしてください。
Ｂ　妻に対する教え
　妻の従順は、男尊女卑ではなく、①家庭内の秩序で、夫婦それぞれの機能
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の違いに基づく役割り、立場の違いから出た妥当な教えであります。②夫は妻のかしらだからです。③信仰によって受け入れ、実践できる事柄です。以上の三点を説明して下さい。
  未信者の夫を持つ妻の立場で、神に従うか、夫に従うか、選択を迫られるような具体的な状況（礼拝出席や受洗等）を話題にして、体験を話し合うと良いでしょう。未信者の伴侶を持つ出席者のために、皆で祈りましょう。
Ｃ　夫に対する教え
　夫が妻の「かしら」であるのは、権利や地位ではなく、妻への責任や家庭を管理する任務に関してであることを理解しましょう。また、妻の従順は夫の愛が前提で、その愛への応答として生まれてくるものであることも、強調して下さい。
  夫婦への教えは、相手に要求するものではなく、まず自分が、相手の態度いかんにかかわらず、神に対して誠実に聞き従うべき事柄です。また、近年夫婦のあり方が多様化していることにも、配慮する必要があるでしょう。
  ２　親子の関係
　子供を神の賜物、子育ては神からの委託とするキリスト教の考えをしっかり理解しましょう。
　しつけについては、すべての親が悩むところですが、聖書は最も良き指針
を与えてくれます。参考になる本を何冊か挙げておきます。
  ジェームス・ドブソン著「思い切ってしつけましょう」いのちのことば社  ロイドジョンズ著　「子供をしつけることの意味」          〃
  堀越暢治著        「子供をしっかりしつける法」          〃
  奥田道子著　女性シリーズ４「子供を育てる」        日キ団出版局
  クリステティンソン著「幸福な家庭」　              ニューライフ社
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                第三課　　信仰の継承
（ねらい）  家族ぐるみの信仰が、聖書の原則であり、特にクリスチャン・
            ホームにとっては、子供に信仰を継承することが最大の課題で
　　　　　　す。ここでは信仰継承の重要性とその方法を学びます。
　１　聖書の約束と事例
　家族ぐるみで信仰生活を続けられるように、自覚を促し、願いを起こし、励ましを与えるのが、ここでのねらいです。
　ある教会では、礼拝最後の頌栄の前に「主イエスを信じなさい。そうしたら、あなたもあなたの家族も救われます｣(使徒行伝１６章３１節）との約束が宣せられ､｢わたしとわたしの家とは共に主に仕えます｣(ヨシュア記２４章１５節）との会衆の告白がなされるそうです｡(岡村又男著「主に喜ばれる結婚と家庭生活」Ｐ１３０）
　２　この項では、家族が価値観を共有できる幸いを取り上げ、クリスチャン・ホーム形成の励ましを意図しています。①信仰の一致。②祈りの一致。③使命の一致。を挙げていますが、もっと家族の絆を強くするための具体的な工夫については、出席者に話題を出してもらうと良いでしょう。家族礼拝については、共有できる時間帯や頻度などを話し合ってみてください。共に暮らしていても、家族の心がばらばらのか底が多い今の社会で、神を中心に生きるクリスチャン・ホームはなんと幸いでしょうか。
  ３　信仰継承の実際
　ここでは、子供たちに信仰を継承するための、具体的方法を取り上げますが、やはり何よりも大切なのは両親の信仰であることを指摘してください。
Ａ　家庭礼拝は、分かっていても実際に続けていくのは難しく、途中止めになってしまいやすいのです。しかし、家庭に祭壇を築くかどうかは、信仰継承の鍵になる大切な事柄ですので、実行を勧めて下さい。また、出席者がそ
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れぞれ自分の家庭で工夫していることを紹介し合うのも良いでしょう。
Ｂ　家族愛の実践については、毛戸健二著「こうしよう、家族伝道｣(いのちのことば社）に具体的な良いアイデアが多く紹介されていますので、参考にしてください。
Ｃ　福音的な信仰理解と教育観については、岸　義紘著「明るい日本のクリスチャンホーム｣(にひきのさかな社）を参考にしてください。この本は表現が過激な部分もありますが、なんとかしてクリスチャンホームの子供たちに信仰を継承してもらいたいという熱意に溢れています。同じクリスチャンホームに育った先輩からの応援歌として読むと、参考になります。日曜日問題では異論もあると思いますが、ひとつの問題提起として読めば有益です。
          第四課　　家庭と教会の協力
（ねらい）　クリスチャン・ホーム形成とその健全な成長のためには、教会            と家庭の協力が不可欠です。ここでは、教会の役割りと家庭の            使命について取り上げます。
　１　信仰教育の必要性とその担い手
  子供の信仰教育の責任は、第一に両親にあります。神から委託された子供を神にお返しできるよう、家庭において信仰をしっかり打ち込んで育てるのです。父の腕（かいな）母の膝で植え付けられた信仰は、一生その子供の宝となります。そして、両親が聖書の教えを正しく理解し、聖書の真理を家庭生活に当てはめられるよう教え導くのは、教会の責任です。
　子供の教会出席については、子供の自発性を重んじる人もいますが、やはり、親が自覚して生まれた時から連れて行くことを勧めます。小学校高学年から中学にかけて、自我が芽生え独立心の生まれる頃が、信仰においても自立するチャンスです。洗礼を受けるよう勧めましょう。
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　子供が小さい時の礼拝出席については、①母子室を用いる、②子供係に預
ける、③親と一緒に並んで座る、等いろいろ教会で工夫していると思います。どの方法が良いかは、教会や両親が判断することですが、出席者みんなで、この件についても話し合ってみると良いでしょう。
学校や社会の影響と子供の信仰教育
　テレビの影響力は大きいものです。非キリスト教的な思想が無意識のうちに子供たちに植え付けられています。学校では、進化論教育の影響を受けます。クリスチャン・ホームでは、そのような子供を取り巻く環境を理解し、聖書の教えに立てるよう励ます必要があります。非キリスト教的な思想への免疫をつけるとともに、聖書の教えを幼い頃からしっかり打ち込みましょう。
２　教会の枝としての家庭
  ここでは、家庭が「小さな教会」となり、伝道と交わりのために役立つような開かれた家庭となるよう、教会の枝としての家庭の使命を学びます。家庭集会の継続についてですが、ある教会では「まず３ケ月だけでも……」というすすめ方で成功しているケースもあります｡｢継続しなければ･･･｣というプレッシャーからの開放です。
Ａ　家庭集会の祝福
　出席者の中に、家庭を開放して家庭集会を開いている人があれば、その苦労と祝福を話してもらうと良いでしょう。
　家庭集会にしても、区域集会にしても、教会との密接なつながりが祝福される秘訣ですから、牧師とよく相談して計画するように、また、教会全体の祈りのバックアップを得るように勧めましょう。
Ｂ　開かれた家庭
　クリスチャン・ホームが、家族だけの幸せを求めるのではなく、他の人たちのために開かれた家庭となってほしいものです。そのためにどうしたら良いか、具体的に話し合ってみて下さい。
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